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※今回の調査は2025年4月から6月にかけて実施したクラウドファンディング “１万箇所を超えたこども食堂の
「いま」を見える化したい” で301名の皆さまのご寄付により実現しました。ご支援いただいた皆さまに心より
感謝申し上げます。
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全国47都道府県

15～79歳の男女

• 回答者数：4,700サンプル

• 男女50サンプルずつ各県 100サンプル回収

• R2国勢調査の人口構成比に合わせてウェイトバック集計を行った。以後、すべての集計はウェイトバック後の値であ

る。

令和7年7月18日（金）～7月28日（月）

クロス・マーケティングモニターへのインターネット定量調査

株式会社クロス・マーケティング

調査目的

調査エリア

調査対象者

サンプル数・集計

実査期間

調査手法

調査機関

全国での「こども食堂」の認知状況やイメージ、参加状況・参加意向などを把握する。

調査概要
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調査結果
‐全体傾向
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全体傾向

「こども食堂」の認知



「こども食堂」に関する取り組みの認知(GT一覧)
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Q1　あなたは次の取組を知っていますか。(各SA)

■ 【こども食堂】の認知率は 86.9%で最も高く、次いで【フードバンク】が 65.4%、【フードドライブ】が 27.8%、【フードパントリー】が 21.4%と続く。

■ 【こども食堂】と【フードバンク】を比較すると、「名前を聞いたことはあるが、内容は知らない」は 3割半ばと同程度であるが、「名前を聞いたことがあり、

内容も知っている」では【こども食堂】が 48.0%、【フードバンク】が 29.4%と、差が開いている。

・こども食堂
子どもが一人でも行ける
無料または低額の食堂

・フードバンク
包装の破損や過剰在庫、
印字ミスなどの理由で
流通に出せない食品を
企業等が寄付し、施設や団
体、困窮世帯に無償提供する
活動

・フードドライブ
家庭で余っている食べ物を
学校や職場などに持ち寄り、
まとめて地域の福祉団体や施
設、フードバンクなどに寄付す
る活動

・フードパントリー
ひとり親や生活困窮者など、
生活に困っている人々に
食料を無料で提供する活動



「こども食堂」の認知
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Q1_1　あなたは次の取組を知っていますか。／こども食堂(SA)

■ 性別にみると、男性＜女性、年代別では若年代＜高年代で高い傾向。

女性15～19歳、50～70代は「名前を聞いたことがあり、内容も知っている」が 5割半ば～6割強で高い。



「こども食堂」の認知経路

7

Q2　あなたは「こども食堂」という言葉をどこで見聞きしたことがありますか。(MA)【こども食堂認知者ベース】

■ 全体では「テレビ」が 73.4%で突出して最も高く、次いで「新聞」が 20.8%、「ウェブサイト」が 13.9%と続く。

■ 男女ともに「テレビ」「新聞」では 60～70代の高年代が高く、「 SNS」では15～19歳、20代など若年代が高い。



「こども食堂」の認知媒体

8

Q3　あなたは「こども食堂」について、どの様な媒体で見たことがありますか。(MA)【こども食堂認知かつ認知経路回答者ベース】

■ 全体では「テレビのニュース番組」が 55.6%で最も高く、次いで「テレビ CM」が29.2%、「テレビの情報バラエティ番組」が 16.9%と続く。

上位3位いずれもテレビ関係の項目が占める。

■ 男性20代では全体より高い項目が多く、認知媒体が豊富である。また男性 20～30代ではYouTubeからの認知が全体と比べ高い点も特徴的。



9

全体傾向

「こども食堂」のイメージ



「こども食堂」の利用場所としてのイメージ(GT一覧)
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Q4　「こども食堂」はどのような人が利用する場所だと思いますか。(各SA)

■ 「こども食堂」の利用対象の認識は、【生活困窮者が行くところ】が 51.7%で最も高く、次いで【ひとり親家庭が行くところ】が 43.6%、【誰もが行くところ】

が42.5%、【子どもだけが行くところ】が 40.0%と続く。



「こども食堂」の利用場所としてのイメージ　「該当」
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Q4　「こども食堂」はどのような人が利用する場所だと思いますか。／『該当』スコア(各MA)

■ 性年代別にみると、「生活困窮者が行くところ」「ひとり親家庭が行くところ」は男性より女性が高い傾向。

また、「誰もが行くところ」は男女ともに 60～70代の高年代で高い。

「子どもだけが行くところ」は男性 20～30代、女性15～19歳、30代など、若年代で比較的高い。



「こども食堂」の利用対象のイメージ
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Q5　あなたが思う「こども食堂」のイメージに最も近いものをお答えください。(SA)

■ 全体では「誰もが利用する場所」が 31.4%で最も高く、次いで「子どもだけが利用する場所」が 21.5%、「ひとり親世帯の子どもや保護者が利用する場

所」が18.0%と続く。

■ 男性30代、女性15～19歳、30代では「誰もが利用する場所」が 2割台前半と、他性年代と比べて低い。



「こども食堂」の役割・機能のイメージ(GT一覧)
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Q6　以下の「こども食堂」の役割・機能について、あなたはどのように感じますか。(各SA)

■ 「こども食堂」の役割・機能のイメージを『大切・計』でみると、【子どもの食事提供】【子どもの居場所づくり】が同率 77.4%で最も高く、次いで【ひとり親

家庭の支援】が75.0%と続く。一方、『大切・計』のスコアが最も低いのは【高齢者や障害者等の支援】で 51.0%。

■ 内容まで認知している人にとっては、すべての機能を全体より大切に感じている。また誰もが利用できるイメージを持つ人にとっては、特に【高齢者や

障害者等の支援】を全体より大切に思っているスコアが高い。



「こども食堂」の役割・機能のイメージ　「大切・計」
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Q6　以下の「こども食堂」の役割・機能について、あなたはどのように感じますか。／『大切・計』スコア(MA)

■ 性年代別にみると、男性 70代、女性15～19歳、50~70代では全体より高い項目が多く、こども食堂が果たす多くの機能を大切だと思っている。

20代を除くと、概ね男性よりも女性の方が『大切・計』のスコアが高い傾向。



「こども食堂」運営費のイメージ
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Q7　あなたは、こども食堂の運営費が主にどのようなもので支えられていると思いますか。(MA)

■ 全体では「企業・民間団体・個人などからの寄付金や支援金」が 55.2%で最も高く、次いで「国や市区町村などからの助成金や補助金」が 35.2%、「自

己負担金」が27.2%、「参加者からの参加費などの事業収入」が 24.9%。

■ 男性15歳～20代、女性20～30代では「わからない」が全体より高い。

「企業・民間団体・個人などからの寄付金や支援金」「国や市区町村などからの助成金や補助金」では概ね高年代ほど高い傾向。
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全体傾向

「こども食堂」参加・支援状況



「こども食堂」への参加・支援状況
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Q8　あなたは「こども食堂」の活動に参加した／支援したことはありますか。（SA）【Q1の、こども食堂認知者ベース】
Q11　あなたは「こども食堂」の活動に参加してみたい／支援してみたいと思いますか。（SA）【Q8の、参加経験無し、および、Q1の、こども食堂非認知者ベース】

■ 「こども食堂」への参加／支援経験がある割合は、全体で【利用者として】 3.1%、【運営者やボランティアとして】 2.2%、【支援者として】8.7%。

いずれも1割未満に留まる。

■ 15歳～40代で比較的【利用者として】の「参加経験有」が全体より高い傾向。

また男女とも15～19歳では【支援者】としての「支援意向有」が 5割を超え、【利用者】【運営者やボランティア】でもこの年代は「参加意向有」が全体よ

り高い。



「こども食堂」利用者、運営者・ボランティアの参加頻度／参加年数
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Q9　現在、あなたは、こども食堂にどのくらいの頻度で参加していますか。(SA)
Q10　あなたは、こども食堂に参加し始めてから、どのくらいの期間になりますか。(SA)
いずれも【利用者：利用者としての参加経験者ベース】【運営者・ボランティア：運営者・ボランティアとしての参加経験者ベース】

■ 利用者、運営者・ボランティアともに参加頻度は「半年に 1回以下」が3割で最も高く、「月に 1回程度」「月に2～3回程度」が2割前後で続く。

■ 参加年数についても利用者、運営者・ボランティアともに「半年～ 3年未満」が3割程度でボリュームゾーン。

参加頻度

参加年数



「こども食堂」利用者として参加・参加意向理由
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Q12　あなたが「利用者として」、こども食堂の活動に参加した理由／参加してみたい理由は何ですか。(MA)【こども食堂利用意向あり/利用経験者ベース】

■ 全体では「人とつながりたいから」が 29.8%で最も高く、次いで「地域や社会の役に立ちたいから」が 26.2%、「地域づくりの場だから」が 22.4%、「興味があったか

ら」が21.0%と続く。

■ 男女70代では「地域や社会の役に立ちたいから」「地域づくりの場だから」など地域貢献に関する項目が全体より高く、男女 15～19歳では「人とつながりたいか

ら」「楽しそうだから」など、交流を目的とした参加理由が高い傾向。



「こども食堂」利用者として参加したくない理由
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Q13　あなたが「利用者として」、こども食堂の活動に参加したくない理由は何ですか。(MA)【こども食堂利用意向なし/非利用者ベース】

■ 全体では「時間がない、精神的ゆとりがないから」が 26.8%で最も高く、次いで「食に困ってないから」が 21.7%、「自宅の近くにないから」が 21.6%と続

く。

■ 男性20～30代では「食に困ってないから」「自宅の近くにないから」「参加対象者だと思っていないから」「見知らぬ人と一緒に過ごすのは苦手だから」

が全体より低い。男女とも、「参加対象者だと思っていないから」は高年代ほど高い傾向。



「こども食堂」運営者・ボランティアとして参加・参加意向理由
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Q14　あなたが「運営者やボランティアとして」、こども食堂の活動に参加した理由／参加してみたい理由は何ですか。(MA)【こども食堂の運営・ボランティアとして参加意向あり/参加経験者ベー
ス】

■ 全体では「地域や社会の役に立ちたいから」が 30.7%で最も高く、次いで「困っている人の役に立ちたいから」が 29.3%と続く。

■ 女性70代では全体よりスコアが高い項目が多く、地域や人とのつながり、困っている人の役に立ちたいといった他者貢献を理由としてあげている。



「こども食堂」支援者として支援・支援意向理由
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Q15　あなたが「支援者(寄付者)として」、こども食堂の活動を支援した理由／支援してみたい理由は何ですか。(MA)【こども食堂の支援者(寄付者)として支援意向あり/支援経験者ベース】

■ 全体では「困っている人の役に立ちたいから」が 30.8%で最も高く、次いで「地域や社会の役に立ちたいから」が 26.4%、「こども食堂を応援したいか

ら」が25.5%と続く。

■ 女性60～70代で「困っている人の役に立ちたいから」「地域や社会の役に立ちたいから」「こども食堂を応援したいから」といった他者貢献の項目が

全体より高い。
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調査結果
‐結果詳細
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結果詳細

「こども食堂」の認知



「こども食堂」の認知

25

Q1_1　あなたは次の取組を知っていますか。／こども食堂(SA)

■ 全体の認知率は86.9%、「名前を聞いたことがあり、内容も知っている」が 48.0%。

■ 同居家族ありの人では認知率 89.9%に対し、同居家族なしの人は 77.6%と差が開く。

■ 職業：専業主婦・主夫では認知率が 94.4%と、他の職業に比べて高い。一方、専門職、会社勤務 (一般社員)は低い。



「こども食堂」の認知
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Q1_1　あなたは次の取組を知っていますか。／こども食堂(SA)

■ こども食堂の利用者を【子どもだけ】【誰もが】とイメージしている人では、認知率は 8割未満である一方、【ひとり親世帯の子どもや保護者】【生活困窮

者】と考えている人では 9割を超える。

■ こども食堂との関与別にみると、いずれの場合も参加／支援意向がある人の認知率は 9割を超え高い。

■ 軸別でみると、【社会的つながり有】【地域とのつながりが強い】では、【つながり無】【弱い】と比べ認知率が高い。

※1…主にひとり親世帯の子どもや保護者が利用する場所
※2…主に生活困窮者(家庭)が利用する場所
※3…子ども・保護者・大人・高齢者・障害者など、誰もが利用する場所 ＊UCLA孤独感尺度に基づき3つの質問から算出。

詳細はp.57参照。



「こども食堂」の認知経路
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Q2　あなたは「こども食堂」という言葉をどこで見聞きしたことがありますか。(MA)【こども食堂認知者ベース】

■ こども食堂を【名前、内容ともに知っている】層では、認知経路が幅広く、平均 2つ以上の経路から認知。

■ こども食堂の利用者を【子どもと保護者】【ひとり親世帯の子どもや保護者】とイメージする人では「ウェブサイト」「 SNS」「地域の掲示板等で」が全体よ
り高い。
一方、【子どもだけ】とイメージしている人は全体的にスコアが低く、平均回答個数も少ない。

■ こども食堂へ参加／支援意向がある人では、意向がない人と比べ、認知経路の数が多い。

■ 孤独感別でみると、孤独感が強いほど「新聞」のスコアが低い。



「こども食堂」の認知媒体
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Q3　あなたは「こども食堂」について、どの様な媒体で見たことがありますか。(MA)【こども食堂認知かつ認知媒体記憶者ベース】

■ こども食堂の利用者を【子どもと保護者】とイメージする人では、「テレビのニュース番組」に加え、「雑誌」「 X」のスコアが全体より高い。

また、【誰もが】とイメージする人は「テレビ CM」が39.9%と、全体より高い。



29

結果詳細

「こども食堂」のイメージ



「こども食堂」の利用対象のイメージ

30

Q5　あなたが思う「こども食堂」のイメージに最も近いものをお答えください。(SA)

■ こども食堂に参加／支援意向がある人は、利用者を「誰もが」とイメージする割合が 3割台であり、一方、参加／支援意向がない人では 2割台と全体

より低い。

■ 現在の幸福度別でみると、回答が「とても幸せ」の人では、利用者を「誰もが」とイメージする割合が 52.0%と高い。



「こども食堂」の役割・機能のイメージ　「大切・計」
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Q6　以下の「こども食堂」の役割・機能について、あなたはどのように感じますか。／『大切・計』スコア(各SA)

■ 大切だと感じている機能は、利用者を【子どもだけ】とイメージする人はすべての機能でスコアが低く、一方【誰もが】とイメージする人ではすべての機

能が約6割以上。

■ こども食堂との関与別にみると、全体的に参加／支援意向がある人は、意向がない人と比べ、すべての機能を大切だと感じている。

■ 軸別でみると、【社会的つながり有】【地域とのつながりが強い】では、すべての機能が全体より高く、こども食堂の様々な機能を大切だと感じている。



「こども食堂」運営費のイメージ
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Q7　あなたは、こども食堂の運営費が主にどのようなもので支えられていると思いますか。(MA)

■ イメージ別でみると、こども食堂の利用者を【子どもだけ】とイメージする人は、全体的にスコアが低く、運営費へのイメージが乏しい。

また【ひとり親世帯の子どもや保護者】【生活困窮者】をイメージする人は「企業・民間団体・個人などからの寄付金や支援金」が高い。

■ こども食堂との関与別にみると、いずれのイメージも参加／支援意向がある人ではスコアが高く、特に「参加者からの参加費などの事業収入」では全体よ

り大きい。
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結果詳細

「こども食堂」参加・支援状況



「こども食堂」への参加・支援状況

34

Q8　あなたは「こども食堂」の活動に参加した／支援したことはありますか。（SA）
Q11　あなたは「こども食堂」の活動に参加してみたい／支援してみたいと思いますか。（SA）

■ 軸別にみると、【社会的つながりがある】、【地域とのつながりが強い】、【孤独感が決してない】、【家計にゆとりがある】、【とても幸せ】など、現状をポ

ジティブに感じている人で、参加／支援経験や意向が高い傾向。

■ とりわけ現在の幸福度別では、幸福度と【利用者】【運営・ボランティア】での参加経験有～参加意向無が比例しており、現在の幸福度が高いほど参

加に対して前向きな姿勢。（回答が【とても幸せ】の人は「参加経験有」、【幸せ】の人は「参加意向有」、【普通】の人は「参加意向不明」、【不幸】の人

は「参加意向無」が高い。  ）



「こども食堂」利用者、運営者・ボランティアの参加頻度

35

Q9　現在、あなたは、こども食堂にどのくらいの頻度で参加していますか。(SA) 【左図：利用者としての参加経験者ベース】【右図：運営者・ボランティアとしての参加経験者ベース】

■ 利用者としての参加頻度は、「月に 1回程度」(27.2%)、「半年に1回以下」(31.4%)が高い。
こども食堂との関与別にみると、利用者かつ支援者として参加／支援経験がある人は「月に 1回程度」が40.6%と比較的高い。また社会的つながりが
ある人では、ない人と比べ「月に 1回以上」が高く、参加頻度が高い傾向。

■ 運営者・ボランティアとしての参加頻度は、「半年に 1回程度」(30.8%)が最も高く、次いで「月に 2～3回程度」「月に1回程度」が2割台。
こども食堂との関与別にみると、利用者かつ運営者・ボランティアとして参加経験がある人は「週 1回以上」が19.8%と全体より高い。

利用者としての参加者 運営者・ボランティアとしての参加者



「こども食堂」利用者、運営者・ボランティアの参加年数

36

Q10　あなたは、こども食堂に参加し始めてから、どのくらいの期間になりますか。(SA) 【左図：利用者としての参加経験者ベース】【右図：運営者・ボランティアとしての参加経験者ベース】

■ 利用者としての参加年数は、「半年～ 1年未満」「1年～3年未満」が3割でボリュームゾーン。

こども食堂との関与別にみると、利用者かつ支援者として参加／支援経験がある人は、全体と比べて「半年～ 1年未満」が高い傾向。また社会的つ

ながりがない人は「半年未満」が 40.2%と突出して高く、つながりがある人と比べ直近で関わり始めている。

■ 運営者・ボランティアとしての参加年数は、「半年～ 1年未満」「1年～3年未満」が3割近くでボリュームゾーン。

利用者としての参加者 運営者・ボランティアとしての参加者



「こども食堂」利用者として参加・参加意向理由

37

Q12　あなたが「利用者として」、こども食堂の活動に参加した理由／参加してみたい理由は何ですか。(MA)【こども食堂利用意向あり/利用経験者ベース】

■ こども食堂との関与別にみると、利用者として参加経験がある人では、「楽しそうだから」「美味しそうだったから」など、ポジティブな項目のほか、「家

計の助けになるから」「ご飯を作らなくてすむから」「家ではご飯が食べられないことがあるから」など、必要に迫られての参加も比較的高い。

■ 社会的つながりがある人とない人では、「地域や社会の役に立ちたいから」「地域づくりの場だから」「みんなとご飯が食べられるから」「家ではご飯が

食べられないことがあるから」「家のご飯では量が足りないから」で特に差が開いている。



「こども食堂」利用者として参加したくない理由

38

Q13　あなたが「利用者として」、こども食堂の活動に参加したくない理由は何ですか。(MA)【こども食堂利用意向なし/非利用者ベース】

■ 社会的つながりがない人は「時間がない、精神的ゆとりがないから」「興味がないから」が高く、社会的つながりがある人は「食に困ってないから」「自

宅の近くにないから」「参加対象だと思っていないから」が高く、それぞれ差が開いている。

■ 孤独感別にみると、「時間がない、精神的ゆとりがないから」「見知らぬ人と一緒に過ごすのは苦手だから」「子どもと接点がないから」「子どもが苦手

だから」では、孤独感が強いほどスコアが高い。



「こども食堂」運営者・ボランティアとして参加・参加意向理由

39

Q14　あなたが「運営者やボランティアとして」、こども食堂の活動に参加した理由／参加してみたい理由は何ですか。(MA)【こども食堂の運営・ボランティアとして参加意向あり/参加経験者ベー
ス】

■ 社会的つながりがある人は「困っている人の役に立ちたいから」「ボランティア活動がしたかったから」「料理が得意だから」が高い。

■ 孤独感別にみると、回答が【孤独感が決してない】の人は「地域づくりの場だから」「やりがいがありそうだから」など、全体的にスコアが高い理由が多

い。



「こども食堂」支援者として支援・支援意向理由

40

Q15　あなたが「支援者(寄付者)として」、こども食堂の活動を支援した理由／支援してみたい理由は何ですか。(MA)【こども食堂の支援者(寄付者)として支援意向あり/支援経験者ベース】

■ こども食堂の【支援者】として支援経験がある人、【社会的つながり有】、【地域とのつながりが強い】人では、理由は多岐にわたる。

■ 現在の幸福度別にみると、回答が【幸せ】の人は「困っている人の役に立ちたいから」「地域や社会の役に立ちたいから」「運営者・ボランティアが頑

張っているから」が高い。
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結果詳細

生活者実態と「こども食堂」との関わり



社会とのつながり「実施・計」

42

Q16　あなたはこの3年間で、寄付やボランティア活動などを行いましたか。／『実施・計』スコア(各SA)【全体ベース】

■ 回答者全体でみると、「寄付 (ふるさと納税以外 )」が27.2%で最も高く、次いで「ふるさと納税による寄付」 (24.7%)、「ボランティア活動」 (19.6%)と続く。

■ こども食堂との関与別にみると、いずれの項目も【利用者】【運営者やボランティア】【支援者】として参加／支援経験および意向がある人が高い傾

向。



生活のゆとり

43

Q23　あなたは、現在の暮らしぶり(家計の状況)をどのように感じていますか。(SA)

■ 全体では『ゆとりがある・計』が 11.8%、『苦しい・計』が36.2%。

■ こども食堂との関与別にみると、いずれの参加形態も、参加／支援経験がある人で『ゆとりがある・計』が高い。

また、参加／支援意向が不明の人は『苦しい・計』がやや高い。



幸福度

44

BD15　現在の幸福度別(SA)

■ 全体では「普通」が 41.9%で最も高く、次いで「幸せ」が 35.3%、「不幸」が14.9%と続く。

■ こども食堂との関与別にみると、参加／支援経験および意向がある人では「とても幸せ」＋「幸せ」が全体より高い傾向。



地域とのつながり　「そう思う・計」

45

Q26　以下の項目について、どう思いますか。／『そう思う・計』(各SA)

■ 地域のつながりについて、全体では「地域の人々は信頼できる」が 59.1%で最も高く、次いで「現在住んでいる地域に愛着がある」が 57.8%と続く。

■ こども食堂との関与別にみると、いずれの項目でも参加／支援意向が不明および意向がない人で低い。



孤独感

46

Q27_1　以下では、あなたが日ごろの生活の中で、人とのつながりや人間関係について、どのように感じているかをおたずねします。／自分には人との付き合いがないと感じる(SA)
Q27_2　以下では、あなたが日ごろの生活の中で、人とのつながりや人間関係について、どのように感じているかをおたずねします。／自分は取り残されていると感じる(SA)
Q27_3　以下では、あなたが日ごろの生活の中で、人とのつながりや人間関係について、どのように感じているかをおたずねします。／自分は他の人たちから孤立していると感じる(SA)

■ こども食堂との関与別にみると、【利用者】【運営者やボランティア】で参加経験がある人は「 3点（決してない）」が高く、

一方、【支援者】を含め参加／支援意向がない人は「 10～12点（常にある）」がやや高い。

UCLA孤独感尺度に基づき3つの質問から算出。孤独という主観的な感情を間接的な質問により数値的に測定する「UCLA孤独感尺度」に
基づく質問。３つの設問への回答を点数化し、その合計スコア（本調査では最低点３点～最高点12点）が高いほど孤独感が高いと評価。
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Appendix



48

Appendix
生活者実態(全体傾向)



社会とのつながり(GT一覧)
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Q16　あなたはこの3年間で、寄付やボランティア活動などを行いましたか。(各SA)【フードドライブのみ認知者ベース】

■ 回答者全体では、【寄付 (ふるさと納税による寄付は除く )】では『実施・計』（以降、実施率）が 27.2％で高い。また【ふるさと納税による寄付】では、「毎

年している」が13.1%と、他の活動に比べて高い。

■ フードドライブ認知者において、【フードドライブ】は実施率が 31.3%。



社会とのつながり「実施・計」 (性年代別)

50

Q16　あなたはこの3年間で、寄付やボランティア活動などを行いましたか。／『実施・計』スコア(各SA)【全体ベース】

■ 回答者全体では、「寄付 (ふるさと納税による寄付は除く )」の実施率が最も高く、「フードドライブ」実施率は 8.7％。

■ 性年代別にみると、男女とも 20～30代では、他の年代と比べ幅広い活動で実施率が高い傾向。また男女 15～19歳では「ボランティア活動」実施率が

最も高い。

一方、女性60～70代は「寄付 (ふるさと納税による寄付は除く )」に集中している。



生活のゆとり(性年代別)
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Q23　あなたは、現在の暮らしぶり(家計の状況)をどのように感じていますか。(SA)

■ 性年代別にみると、男性 15～19歳、30代では『ゆとりがある・計』が高い。

また、男性20代、女性10代、70代では『苦しい・計』が低い。一方、女性 30～50代で『苦しい・計』がやや高い。



幸福度(性年代別)

52

BD15　現在の幸福度別(SA)

■ 性年代別にみると、男性 15～19歳では「とても幸せ」が全体より高い。

また、男女ともに40代以降は年代が高いほど「幸せ」が高く、「とても不幸」が低い。



地域とのつながり(GT一覧)

53

Q26　以下の項目について、どう思いますか。(各SA)

■ 地域とのつながりをみると、いずれの項目も『そう思う・計』が 5～6割で過半数。



地域とのつながり　「そう思う・計」 (性年代別)

54

Q26　以下の項目について、どう思いますか。／『そう思う・計』スコア(各SA)

■ 性年代別にみると、いずれの項目も女性が男性より高い。

またいずれの項目も男女ともに 60～70代で高い傾向。



孤独感(GT一覧)
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Q27　以下では、あなたが日ごろの生活の中で、人とのつながりや人間関係について、どのように感じているかをおたずねします。(各SA)

■ 孤独感をみると、【人との付き合いがないと感じる】ことが『ある・計』が約 6割と、他の項目と比べて高い。

【取り残されていると感じる】【他の人たちから孤立している】ことが『ある・計』が約 4割。



孤独感(性年代別)
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Q27_1　以下では、あなたが日ごろの生活の中で、人とのつながりや人間関係について、どのように感じているかをおたずねします。／自分には人との付き合いがないと感じる(SA)
Q27_2　以下では、あなたが日ごろの生活の中で、人とのつながりや人間関係について、どのように感じているかをおたずねします。／自分は取り残されていると感じる(SA)
Q27_3　以下では、あなたが日ごろの生活の中で、人とのつながりや人間関係について、どのように感じているかをおたずねします。／自分は他の人たちから孤立していると感じる(SA)

■ 孤独感を、UCLA孤独感尺度を用いて分類した。

■ 男性では、孤独感が「常にある」スコアは、 15～19歳、30～50代で2割。孤独感は20代で低くなったものの、 30～50代台で再び孤独を感じている。

■ 女性では30代で「時々ある」「常にある」のスコアが高く、以降年代が高いほどスコアが低くなり、孤独感を感じにくくなっていると推察される。

UCLA孤独感尺度に基づき3つの質問から算出。孤独という主観的な感情を間接的な質問により数値的に測定する「UCLA孤独感尺度」に
基づく質問。３つの設問への回答を点数化し、その合計スコア（本調査では最低点３点～最高点12点）が高いほど孤独感が高いと評価。
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Appendix
回答者プロフィール



回答者プロフィール
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性別 年齢別

居住都市規模居住エリア



回答者プロフィール
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同居家族

最終学歴 職業

同居しているこども

【こどもと同居している人ベース】



＜都道府県別＞各指標
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令和2年度国勢調査　人口推計
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■ 令和2年国勢調査人口等基本集計

より回収数を構成比に合わせて

ウェイトバック集計を行った。
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